
状況報告書（ 代筆解答 ） 

氏 名  
昭 和
平 成

 年   月   日生 

性 別 

男 ・ 女 

住 所 
 

在 学 

期 間 

平成 

昭和 
 年  月から  

平成

昭和
年  月まで 

記入に 

ついて 

○ 代筆解答を必要とする理由及び試験時間延長を必要とする場合は，その理由も詳しく記入してください。

解答手段として機器の使用を希望する場合は，その理由を併せて記入してください。 

(記入しきれない場合は，裏面に記入してください。) 

○ 高等学校等に在籍していない者は，保護者等が志願者の所属する高等学校等以外の教育機関等における状

況等及び専門家等による所見を可能な範囲で記入してください。 

【代筆解答及び試験時間延長を必要とする理由】 

 

【該当する項目の数字を〇で囲み，必要事項を記入してください。】 

1 定期試験等における解答時間等は？ 

（1） 一般の生徒と同一時間である。 （2） 一般の生徒の約（   ）倍である。 

（3）  一般の生徒と同一時間であるが，問題数を減らしている。 

2 定期試験等における解答方法は？ 

（1） 代筆解答をしている。 

代筆者（志願者との関係）（                               ） 

（2） 機器（音声出力による意思伝達装置，パソコン）を使用している。 

使用機器名（                                     ） 

補 助 具 等（                                     ） 

3 志願者との意思疎通は？ 

（1） 一般の教員でも可能である。  （2） 特別支援学校の教員等であれば可能である。 

（3） その他（                                       ） 

上記のとおり状況等を報告する。 

平成    年    月    日 

高等学校等の名称・所在地 

校長名  

 

記載責任者（志願者との関係・氏名）

  

 
   

独立行政法人大学入試センター（H28） 

職印

印

（
キ
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線
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書

 
55

t_taniguchi
テキストボックス
過年度のものなので，当該年度は使用しないでください




【代筆解答及び試験時間延長を必要とする理由】 

独立行政法人大学入試センター（H28） 
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